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(57)【要約】
本発明は、バッテリモジュールのための、少なくとも１
つのバッテリセル（１２）を少なくとも部分的に押圧し
ながら収容する収容器（１０）であって、収容器（１０
）は、少なくとも１つのバッテリセル（１２）の２つの
互いに対向する側に配置可能な２つのエンドプレート（
１４ａ、１４ｂ）を有する、上記収容器（１０）におい
て、エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）は、当該エンド
プレート（１４ａ、１４ｂ）に固定された複数の棒状の
支持体（１６ａ－１６ｄ）によって結合され、支持体（
１６ａ－１６ｄ）は、少なくとも１つのバッテリセル（
１２）の各稜部（１８ａ－１８ｄ）を少なくとも２次元
で支持するよう構成されることを特徴とする、上記収容
器（１０）に関する。上述の収容器（１０）では、バッ
テリモジュール内でバッテリセル（１２）を固定し、少
なくとも一時的な締め付けによりバッテリモジュールの
性能を温度に左右されずに維持することが、特に簡単で
安価なやり方で可能となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリモジュールのための、少なくとも１つのバッテリセル（１２）を少なくとも部
分的に押圧しながら収容する収容器（１０）であって、前記収容器（１０）は、前記少な
くとも１つのバッテリセル（１２）の２つの互いに対向する側に配置可能な２つのエンド
プレート（１４ａ、１４ｂ）を有する、前記収容器（１０）において、前記エンドプレー
ト（１４ａ、１４ｂ）は、当該エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）に固定された複数の棒
状の支持体（１６ａ－１６ｄ）によって結合され、前記支持体（１６ａ－１６ｄ）は、前
記少なくとも１つのバッテリセル（１２）の各稜部（１８ａ－１８ｄ）を少なくとも２次
元で支持するよう構成されることを特徴とする、収容器（１０）。
【請求項２】
　前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）と共に直方体を画定する４つの支持体（１６ａ
－１６ｄ）が設けられることを特徴とする、請求項１に記載の収容器（１０）。
【請求項３】
　前記支持体（１６ａ－１６ｄ）は、互いにほぼ直交して配置された２つの脚部（３４ａ
、３４ｂ）を有することを特徴とする、請求項１又は２に記載の収容器（１０）。
【請求項４】
　前記支持体（１６ａ－１６ｄ）は、金属材料で形成されることを特徴とする、請求項１
～３のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項５】
　前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）は、プラスチックで形成されることを特徴とす
る、請求項１～４のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項６】
　前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）は、少なくとも部分的にハニカム構造（３６）
を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項７】
前記支持体（１６ａ－１６ｄ）は、自身の伸長方向に対してほぼ直交して伸びる固定手段
によって、前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）に固定されることを特徴とする、請求
項１～６のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項８】
　前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）は各々、前記支持体（１６ａ－１６ｄ）の前記
伸張方向に対してほぼ直交して伸びる少なくとも２つのスリーブ（４４ａ、４４ｂ）を有
することを特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項９】
　前記スリーブ（４４ａ、４４ｂ）は、金属材料で形成されることを特徴とする、請求項
８に記載の収容器（１０）。
【請求項１０】
　少なくとも１つのバッテリセル（１２）を含むバッテリモジュールであって、前記バッ
テリモジュールは、前記少なくとも１つのバッテリセル（１２）を収容する収容器（１０
）を有することを特徴とする、バッテリモジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリモジュールのための収容器、特に少なくとも１つのバッテリセルを
固定し場合により押圧するための収容器に関する。さらに、本発明は、このような収容器
を有するバッテリモジュールであって、少なくとも１つのバッテリセルが収容器内に配置
された上記バッテリモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えばリチウムイオンバッテリのような電気化学的エネルギー貯蔵器は、数多くの日常
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の用途において広く普及している。電気化学的エネルギー貯蔵器は、例えば、ラップトッ
プ（Ｌａｐｔｏｐ）、携帯電話、スマートフォン等のコンピュータで、及び、他の適用に
おいて使用される。現在強く推進されている自動車等の車両の電化においても、例えば電
気自動車又はハイブリッド自動車でも、このようなバッテリは利点をもたらす。
【０００３】
　例えば自動車の適用分野のためのリチウムイオンバッテリは、複数の個別バッテリセル
を含むことが多い。上記セルは、電圧レベル又は電流レベルを上げるために、互いに並列
又は直列に接続され、機械的に繋ぎ合わされてモジュールとなる。その際に、上記セルは
、金属製のハウジングを備えることが多く、ハウジング内には、例えば、巻回されて形成
された電極を含むセルユニットが存在する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ハウジング内に配置されたセルユニットは、ともすれば、温度が上昇した際に又は充電
過程若しくは放電過程によって膨らみ又は膨張する可能性がある。これにより、上記セル
の内部抵抗がより大きくなり、上記セルの性能が下がる。従って、締め付けベルトを用い
てモジュールに対して外部から力を導入し、このようにしてセルを纏めて押し込んで膨張
を防止することが知られている。代替的に、セルの膨張に抗して作用するフレームでバッ
テリセルを囲むことが知られている。このようなフレームは、溶接された部品で構成され
ることが多く、又は、フレームも同様に締め付けベルトを有する。
【０００５】
　独国特許出願公開第１０２０１００４６５２９号明細書には、少なくとも１つのバッテ
リセルを収容する四角形のフレームシステムが開示されている。このようなフレームシス
テムは、２つの圧迫プレート及び２つの側部を有し、２つの側部が２つの圧力板に固定さ
れている。
【０００６】
　さらに、米国特許第８５８６２３５号明細書には、複数のバッテリセルを有するバッテ
リモジュールが開示されている。ここでは、複数のバッテリセルの２つの末端領域に、補
強剤が施されたエンドプレートが設けられ、このエンドプレートは、結合手段によって互
いに結合されている。
【０００７】
　文献Ｄ３では、さらに、複数のセルブロックを有する高電圧バッテリであって、各セル
ブロックが複数のセルを有する、上記高電圧バッテリについて記載されている。ここでは
セルは、冷却板に載置され、さらに、圧迫パネル（Ｄｒｕｃｋｂｒｉｌｌｅ）と、当該圧
迫パネルを結合する固定手段と、を有する構造により囲まれている。
【０００８】
　米国特許第８１６３４２０号明細書には、さらに、絶縁体と共に積層されて配置された
複数のバッテリセルを有するバッテリブロックを備えたバッテリシステムが記載されてい
る。ここでは、バッテリブロックは、エンドプレートと当該エンドプレートを結合する金
属帯とを有する固定手段によって保持されている。
【０００９】
　米国特許出願公開第２０１３／０２８８１０５号明細書には、複数のバッテリセルを含
むバッテリモジュールが記載されており、ここでは、複数のバッテリセルの対応する側方
に、エンドプレート又はサイドプレートが設けられている。サイドプレートとエンドプレ
ートとは互いに固定されており、これにより、バッテリセルが一緒に纏められる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、バッテリモジュールのための、少なくとも１つのバッテリセルを少なくとも
部分的に押圧しながら収容する収容器であって、収容器は、少なくとも１つのバッテリセ
ルの２つの互いに対向する側に配置可能な２つのエンドプレートを有し、エンドプレート
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は、当該エンドプレートに固定された複数の棒状の支持体によって結合され、支持体は、
少なくとも１つのバッテリセルの各稜部を少なくとも２次元で支持するよう構成される。
【００１１】
　このような収容器によって、特に、バッテリモジュールを形成するための軽量で安価な
収容器を創出することが可能となり、この収容器によって、バッテリセルの膨らみ又は膨
張によるバッテリセルの性能悪化を防止することが可能である。
【００１２】
　従って、上記の収容器は、少なくとも１つのバッテリセルを少なくとも部分的に押圧し
ながら収容するために用いられる。特に、収容器は、複数のバッテリセルを収容するため
に役立ち、複数のバッテリセルが、互いの適切な接続によって、特に収容器と共にバッテ
リモジュールを形成する。従って、バッテリセルを収容するとは、バッテリセルが収容器
内に配置され又は少なくとも部分的に収容器によって囲まれることとして理解される。さ
らに、少なくとも部分的に押圧しながら収容するとは、少なくとも１つのバッテリセルが
永続的に押圧されるのではなく、バッテリセルの或る駆動状態においてのみ、即ち例えば
、バッテリセルの膨張が起きている駆動状態においてのみ、押圧されることとして理解さ
れる。従って、部分的に押圧するとは、例えば、一時的に押圧することを意味しうる。
【００１３】
　収容器は、少なくとも１つのバッテリセルの２つの互いに対向する側に配置可能な２つ
のエンドプレートを有する。従って、１つバッテリセルがエンドプレートの間に配置され
又は複数のバッテリセルがエンドプレートの間に配置され、その際に、各バッテリセルは
、一方又は両方のエンドプレートと直接的に接触している必要はない。複数のバッテリセ
ルが存在する際には、エンドプレートは特に、バッテリセルの構造又はバッテリセルスタ
ックの末端に存在し例えば対応する外側のバッテリセルと接触するように、配置される。
従ってその場合には、最初のバッテリセルの前と、最後のバッテリセルの後ろと、にそれ
ぞれエンドプレートが配置されうる。その際には、エンドプレートは、バッテリセル全体
、又は、バッテリセルの、エンドプレートに当接する側面全体を支持するように形成され
又は寸法が定められる。
【００１４】
　従って、エンドプレートは特に、圧迫プレートのタスクを遂行し、このようにして、少
なくとも１つのバッテリセルに対して少なくとも部分的又は一時的な締め付けが可能とな
る。このような締め付けは、特に、例えば温度により条件付けられたバッテリセルの膨張
であって、当該セルの内部抵抗がそれにより大きくなり又は当該セルの性能が下がる上記
膨張に抗して作用するために役立つ。膨張は、例えば、セルに含まれる電解質の蒸発によ
って引き起こされ、又は、充電過程若しくは放電過程によっても引き起こされうる。
【００１５】
　上記の収容器ではさらに、エンドプレートが、当該エンドプレートに固定された複数の
棒状の支持体によって結合されることが構想される。換言すれば、収容器は、エンドプレ
ートに固定されており当該エンドプレートを結合する複数の支持体を含む。これにより、
収容器は、安定して自立的な構造を形成しうる。
【００１６】
　支持体は棒状に構成されているが、このことは本発明の趣旨では特に、支持体が、エン
ドプレート間に伸びる自身の長さと比べて、より短くて制限された幅を有し、これにより
個々の支持体が互いに間隔を取っているということを意味する。特に、棒状の支持体とは
、当該棒状の支持体が収容器の限られた領域内に存在し例えば側面全体を形成してはおら
ず、例えば、収容器の隅領域に存在することとして理解される。
【００１７】
　支持体が棒状に構成されることによって、安定した支持体と、特に軽量の支持体と、が
統合されうる。なぜならば、空間的な広がりが制限されることによって、支持体のために
必要な材料が制限され、従って重量が軽減されるからである。このことは、特に移動型の
適用のために、例えば、少なくとも部分的に電気で駆動する車両で利用される際に有利で
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ある。
【００１８】
　さらに、材料の節約によって、さらに、従来技術による解決策に対して成し遂げられる
部品の削減及び簡素化によって、特に安価な構成が可能となりうる。
【００１９】
　さらに、特に良好な安定性が可能となる。なぜならば、外部から収容器に対して作用す
る力の影響が、収容器により形成された骨組みであって、特に固く結合された構成要素か
ら成る上記骨組みを介して、良好に逸らされるからである。
【００２０】
　その際に、バッテリセルを支持するために、支持体に関しては、当該支持体が少なくと
も１つのバッテリセルの各稜部を少なくとも２次元で支持するよう構成されることが構想
される。換言すれば、支持体は、特に角柱形状のバッテリセルの場合にはバッテリセルの
稜部が２つの次元で又は２つの平面において支持されるように、構成される。その際に、
支持される次元又は平面は、特に、エンドプレートに備えられた支持部に対して直角に配
置されている。従って、支持体とエンドプレートとの協働において、バッテリセルを３次
元で支持すること、従ってバッテリセルを完全に支持することが可能となりうる。
【００２１】
　これにより、バッテリセルが確実に、全ての空間方向において固定される。従って、バ
ッテリセルの通常状態、即ち膨張していない状態において既に、定められた予圧が存在す
る必要があるということが避けられる。このことによって、バッテリセルを優しく使用す
ること、さらにこれにより、バッテリセル及びバッテリモジュールの特に有利な長い寿命
が可能となる。換言すれば、従来技術による解決策の短所、即ち、モジュール底部が剥き
出しのまま形成されることが多く、これにより、予圧が存在しなければバッテリセルが結
合体から抜ける可能性があったという短所に対応することが可能である。しかしながら、
通常の状態においても予圧を設けることは、本発明の枠組みにおいて必ずしも必須ではな
いが、排除もされないことに注意されたい。
【００２２】
　しかしながら、バッテリセルでは、充電状態に依存した又は温度に依存した膨張がエン
ドプレートによる支持の次元においてのみ起きることが多いため、棒形状による支持体の
構成は短所ではない。従って、バッテリセルの膨張を回避し又は当該膨張に抗して作用す
るための、面全体を介した支持は、エンドプレートによって十分となりうる。
【００２３】
　さらに、上記の収容器は、基本的には、様々な構成によるバッテリセルのために適して
いる。従って、例えば、例えば膨らんだ又は凸面状のセル、及び、凹面状のセルが利用可
能であり、その際に、全てのセルについて、最小の押圧力が基本的には必須ではない。
【００２４】
　さらに、このような収容器は、例えば、以下に記載するスリーブによりエンドプレート
に形状結合式又は材料結合式に結合することが可能な、例えば規格化された標準仕様とし
て入手可能なプロファイル（Ｐｒｏｆｉｌ）を利用することによって製造されうる。その
際には、コストが掛かり、比較的大きな公差連鎖（Ｔｏｌｅｒａｎｚｋｅｔｔｅ）により
かなり複雑になる可能性があるレーザ溶接を行わなくてもよい。
【００２５】
　要約すれば、上記の収容器では、バッテリモジュール内でバッテリセルを固定し、少な
くとも一時的な締め付けによってバッテリモジュールの性能を温度に左右されずに維持す
ることが、特に簡単で安価なやり方で可能となる。
【００２６】
　一構成の枠組みにおいて、エンドプレートと共に直方体を画定する４つの支持体が設け
られうる。換言すれば、エンドプレートはそれぞれ、直方体の互いに対向して配置された
各側面を画定することが可能であり、その際に、上記側面を接続する縁端部が、支持体に
よって形成される。本構成において、収容器は、ほぼ矩形のバッテリセルために特に有利
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に適し得る。その際に、バッテリセルの各稜部（Ｋａｎｔｅ）が、支持体によって固定さ
れうる。その際に上記直方体は、バッテリセルの構成及び数に応じて、方形又は四角形で
ありうる。
【００２７】
　他の構成の枠組みにおいて、支持体は、互いにほぼ直交して配置された２つの脚部を有
しうる。本構成では、特に簡単に安価で製造できることが、対応するバッテリセル又はバ
ッテリセルの稜部を確実にしっかりと支持することと組み合される。その際に、支持体は
それぞれ、特に簡単なやり方で一体に形成され、例えば、本来は平坦であるが屈曲した、
棒状の部品によって形成されうる。その際に、脚部は、狭い幅を有するだけでよく、この
ようにして、適切な強度を有する所望の支持体が形成される。ここで、ほぼ直交した方向
付けは、厳密な直角、又は、直角から＋／－１５°、特に＋／－５°のずれを有しうる角
度を意味するものとする。
【００２８】
　更なる別の構成の枠組みにおいて、支持体は、金属材料で形成されうる。例えば、支持
体は鋼で形成されうる。本構成において、収容器の特に高い安定性が実現可能となりうる
。収容器はさらに、支持体が金属で実現されるにも関わらず、支持体の棒状の構成により
重量が小さい。なぜならば、支持体のために、比較的少量の金属のみ利用すればよいから
である。
【００２９】
　更なる別の構成の枠組みにおいて、エンドプレートは、プラスチックで形成されうる。
プラスチックを利用することで収容器は特に軽量となり、このことは特に、少なくとも部
分的に電気で駆動する車両等の移動型の適用のために有利となりうる。さらに、プラスチ
ックプレートによっても十分な安定性が構築され、バッテリセルを確実に締め付け又は固
定することが可能である。
【００３０】
　更なる別の構成の枠組みにおいて、エンドプレートは、少なくとも部分的にハニカム構
造を有しうる。特に、ハニカム構造を設けることによって、エンドプレートは特に重量が
小さいが、それにも関わらず安定性が高くなりうる。その際に、ハニカム構造とは特に、
六角形の形状をした凹部が互いに直接隣接している構造として理解されうる。その際に、
六角形の凹部は、例えばフレームによって画定され、このフレームは、一番外側のフレー
ムを除いて、それぞれ２つの六角形の凹部に対応配置されている。このような構造は特に
、バッテリセルに対置される側に配置されるために設けられた表面に設けられる。
【００３１】
　更なる別の構成の枠組みにおいて、支持体は、自身の伸長方向に対してほぼ直交して伸
びる固定手段によって、エンドプレートに固定されうる。本構成では、ねじ、ボルト等の
固定手段が設けられうる。この固定手段は、エンドプレートを例えば貫通し又はエンドプ
レートに固定され、その際に、支持体の伸長方向に対してほぼ直交して伸びる伸張方向を
有する。支持体の伸長方向とは、特に、支持体の長さ、これにより、一のエンドプレート
から他のエンドプレートへの方向を意図するものとする。従って、固定手段は、完成した
モジュールの内部を、例えばバッテリセルの上側から下側に伸びる方向に通る。その際に
、ほぼ直交した方向付けとは、厳密な直角、又は、直角から＋／－１５°、特に＋／－５
°のずれを有しうる角度を意味するものとする。本構成において、エンドプレートと支持
体との特に安定した固定が実現されうる。
【００３２】
　更なる別の好適な構成によれば、エンドプレートは各々、支持体の伸張方向に対してほ
ぼ直交して伸びる少なくとも２つのスリーブを有しうる。スリーブは、特に、自身が固定
手段として機能するため、又は、固定手段を収容し若しくは固定手段と相互作用するため
に用いられる。従って本構成では、スリーブがエンドプレートに固定され、又は有利にエ
ンドプレートを貫通することが構想されうる。特に本構成では、上記の構成は特に安定的
でありうる。なぜならば、外部からもたらされる力が確実に吸収されるからである。その
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際に、特に２つのスリーブが設けられ、従ってエンドプレートの各側方に、下方の支持体
及び上方の支持体の各々をエンドプレートに固定することが可能な固定手段が収容されう
る。
【００３３】
　その際にさらに、スリーブが、金属を含む材料で、例えば鋼で形成されることが構想さ
れうる。本構成は、エンドプレートがプラスチックで形成される場合には特に有利である
。金属製のスリーブの構成によって、エンドプレートの材料自体に対する力の作用が低減
され、これにより、比較的大きな力が作用した際にもエンドプレートへの損傷が防止され
、又は少なくとも著しく低減されうる。
【００３４】
　本発明に係る収容器の更なる別の技術的特徴及び利点に関しては、本発明に係るバッテ
リモジュール、図面、及び図に対する説明に関連する解説が詳細に参照される。
【００３５】
　本発明の主題は、さらに、少なくとも１つのバッテリセル、特に複数のバッテリセルを
含むバッテリモジュールであって、上記バッテリモジュールは、少なくとも１つのバッテ
リセルを収容する収容器を有する、上記バッテリモジュールである。
【００３６】
　要約すれば、上記のバッテリモジュールでは、バッテリセルを固定し、少なくとも一時
的な締め付けによりバッテリセル及びバッテリモジュールの性能を温度に左右されずに維
持することが、特に簡単で安価なやり方で可能となる。
【００３７】
　本発明に係るバッテリモジュールの更なる別の技術的特徴及び利点に関しては、本発明
に係る収容器、図面、及び図に対する説明に関連する解説が詳細に参照される。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
　本発明に係る主題の更なる別の利点及び有利な構成が、図面によって示され、以下の明
細書の記載において解説される。記載される特徴は、相反することが文脈から明確には判
明しない限り、個別に又は任意の組み合わせにおいて本発明の主題となりうる。図面は、
単に解説するものであり、本発明を何らかの形態で限定することは意図されていないこと
に注意されたい。
【図１】本発明の一構成に係る収容器の一構成の概略図を示す。
【図２】図１に係る収容器及びその中に配置されたバッテリセルの概略図を示す。
【図３】本発明に係る収容器内に配置するためのバッテリセルの概略図を示す。
【図４】本発明の一構成に係る収容器のためのエンドプレートの概略図を示す。
【図５】図４のエンドプレートの更なる別の概略図を示す。
【図６】本発明に係る収容器のためのエンドプレートの概略的な断面図を示す。
【図７】本発明の一構成に係る収容器のための、エンドプレートの一部及びエンドプレー
トに固定された支持体の概略的な断面図を示す。
【図８】本発明の他の構成に係る収容器のための、エンドプレートの一部及びエンドプレ
ートに固定された支持体の概略的な断面図を示す。
【図９】本発明の別の構成に係る収容器のための、エンドプレートの一部及びエンドプレ
ートに固定された支持体の概略的な断面図を示す。
【図１０】本発明の更に別の構成に係る収容器のための、エンドプレートの一部及びエン
ドプレートに固定された支持体の概略的な断面図を示す。
【図１１】本発明の更に別の構成に係る収容器のための、エンドプレートの一部及びエン
ドプレートに固定された支持体の概略的な断面図を示す。
【図１２】本発明の更に別の構成に係る収容器のための、エンドプレートの一部及びエン
ドプレートに固定された支持体の概略的な断面図を示す。
【図１３】本発明の更に別の構成に係る収容器のための、エンドプレートの一部及びエン
ドプレートに固定された支持体の概略的な断面図を示す。
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【図１４】本発明の更に別の構成に係る収容器のための、エンドプレートの一部及びエン
ドプレートに固定された支持体の概略的な断面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　図１には、バッテリモジュールのための、少なくとも１つのバッテリセル１２を少なく
とも部分的に押圧しながら収容する収容器１０が示されている。図１の収容器は、図２に
詳細に示すように、複数のバッテリセル１２を収容するよう構成されている。図２では、
複数のバッテリセル１２が収容器１０内に配置されている。
【００４０】
　収容器は、少なくとも１つのバッテリセル１２の２つの互いに対向する側に配置可能な
２つのエンドプレート１４ａ、１４ｂを有する。エンドプレート１４ａ、１４ｂは、例え
ばプラスチックで形成されうる。図１又は図２に係る構成では、エンドプレート１４ａ、
１４ｂはそれぞれ、バッテリセル１２のスタックの最初のバッテリセル１２の前及び最後
のバッテリセル１２の後ろに配置され又は配置可能である。
【００４１】
　さらに、エンドプレート１４ａ、１４ｂが、当該エンドプレート１４ａ、１４ｂに固定
された複数の棒状の支持体１６ａ－１６ｄによって結合されていることが示されている。
支持体１６ａ－１６ｄは、少なくとも１つのバッテリセル１２の各稜部１８ａ－１８ｄを
少なくとも２次元で支持するよう構成される。詳細には、エンドプレート１４ａ、１４ｂ
と共に直方体を画定する４つの支持体１６ａ－１６ｄが設けられることが示されている。
支持体１６ａ－１６ｄは、例えば、例えば鋼等の金属材料で形成されうる。
【００４２】
　上述したバッテリセル１２の稜部１８ａ－１８ｄが、図３に概略的に示されている。本
図には、ほぼ矩形のバッテリセル１２が示されており、このバッテリセル１２は、正の接
点２０、負の接点２２、バーストディスク２４、及び、バッテリハウジング２８の密閉部
２６を有する。ここでは、稜部１８ａ－１８ｄはそれぞれ、上側３０又は下側３２に対す
る、互いに対向する側面２９ａ、２９ｂの境界を形成する。
【００４３】
　図１及び図２にはさらに、３次元でのバッテリセル１２の支持を表す座標系が示されて
いる。詳細には、図１及び図２の座標系を用いて、エンドプレート１４ａ、１４ｂによる
ｘ平面での支持、及び、支持体１６ａ－１６ｄによるｙ方向及びｚ方向における支持が示
されている。
【００４４】
　これについて詳細には、支持体１６ａ－１６ｄが、互いにほぼ直交して配置された２つ
の脚部３４ａ、３４ｂを有することが構想される。その際に、脚部３４ａは、ｙ平面での
支持のために作用し、脚部３４ａに対してほぼ直交して配置された脚部３４ｂは、ｚ平面
において作用する。
【００４５】
　エンドプレート１４ａ、１４ｂに関しては、図４及び図５にさらに、エンドプレート１
４ａ、１４ｂが少なくとも部分的にハニカム構造３６を有することが示されている。ここ
では、構造３６は、例えば、六角形の凹部３８によって形成され、この六角形の凹部３８
は、その枠又はフレーム４０に隣接して配置され、このようにして、ほぼ表面全体に渡っ
て延在しうるハニカムパターンが生成される。エンドプレート１４ａ、１４ｂは、例えば
プラスチックで形成され、例えば、射出成形品として構成されうる。
【００４６】
　さらに、アダプタプレート（Ａｄａｐｔｅｒｐｌａｔｔｅ）とも称されるエンドプレー
ト１４ａ、１４ｂは、製造時に又は修理の際に適切な工具によって収容器１０又はモジュ
ールを把持して操作しうるために、凹部４２を有することが可能である。
【００４７】
　図４～図６にはさらに、エンドプレート１４がそれぞれ、例えば金属材料で形成された
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ブ４４ａ、４４ｂを有することが示されている。スリーブ４４ａ、４４ｂは、例えば、エ
ンドプレート１４ａ、１４ｂの内部に挿入され、又は、エンドプレート１４ａ、１４ｂに
圧入されうる。スリーブ４４ａ、４４ｂによって、支持体１６ａ－１６ｄが、当該支持体
１６ａ－１６ｄの伸長方向に対してほぼ直交して伸びる固定手段によってエンドプレート
１４ａ、１４ｂに固定されることが可能となり、その際に、固定手段は、スリーブ４４ａ
、４４ｂを通って形成されており、スリーブ４４ａ、４４ｂによって収容されうる。様々
な構成による固定部が、図７～図１４に示されており、これらの構成は基本的に、存在す
る全てのスリーブ４４又はエンドプレート１４について当てはまる。その際に、バッテリ
セル１２の個数に応じて、結合技術は適合可能である。例えば、バッテリセル１２の個数
が少ない場合には、力による結合（ｋｒａｆｔｓｃｈｌｕｅｓｓｉｇｅ　Ｖｅｒｂｉｎｄ
ｕｎｇ）で十分であるが、バッテリセル１２の個数が比較的多い場合には、形状結合（ｆ
ｏｒｍｓｃｈｌｕｅｓｓｉｇｅ　Ｖｅｒｂｉｎｄｕｎｇ）又は材料結合（ｓｔｏｆｆｓｃ
ｈｌｕｅｓｓｉｇｅ　Ｖｅｒｂｉｎｄｕｎｇ）が有利でありうる。
【００４８】
　詳細には、図７は、固定手段としてねじ４８が利用されていることを示している。この
ことは、スリーブ４４ｂが、ねじ４８のねじ山５２が係合しうる内ねじ５０を有する場合
には、特に有利でありうる。
【００４９】
　図８には、スリーブ４４ｂに中空軸５４が配置された構成、又は、スリーブが、ナット
５６が片側又両側で係合可能な外ねじ５５を有する中空軸を形成し、このようにして支持
体１６ａが固定される構成が示されている。ここでは、中空軸５４が固定手段として機能
しうる。
【００５０】
　図９には、支持体１６ａが例えば２つの溶接点５８で、エンドプレート１４又はスリー
ブ４４ｂに溶接されていることが示されている。
【００５１】
　図１０はさらに、スリーブ４４ｂが、支持体１６ａの開口６０に圧入され、又は、支持
体１６ａが、スリーブ４４ｂに焼ばめされていることを示している。
【００５２】
　図１１には、支持体１６ａが、エンドプレート１４内に案内されたリベット６２により
固定された構成が示されている。ここでは、スリーブ４４を設ける必要がない。
【００５３】
　図１２には、支持体１６ａが、スリーブ４４ｂに割ピン６４によって固定されている構
成が示されている。
【００５４】
　図１３はさらに、スリーブ４４ｂの末端領域６６が、固定領域６８を形成するよう変形
させられ、このようにして支持体１６ａがスリーブ４４ｂに固定されることを示している
。ここでの変形は、例えば、縁曲げ（Ｂｏｅｒｄｅｌｎ）又はシーミング（Ｆａｌｚｅｎ
）によって実現可能である。
【００５５】
　更なる別の構成が図１４に示されており、ここでは、スナップリングのような固定要素
、例えば軸固定リング（ｗｅｌｌｅｎｓｉｃｈｅｒｕｎｇｓｒｉｎｇ）が、スリーブ４４
ｂの凹部７２に係合し、このようにして、支持体１６ａがスリーブ４４ｂに固定される。
【００５６】
　上記の固定手段は個別に又は任意の組み合わせにおいて利用され、このようにして、様
々な支持体１６ａ－１６ｄ、又は、支持体１６ａ－１６ｄの様々な末端が、対応するエン
ドプレート１４ａ、１４ｂに、例えばスリーブ４４ａ、４４ｂに固定される。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月17日(2017.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリモジュールのための、少なくとも１つのバッテリセル（１２）を少なくとも部
分的に押圧しながら収容する収容器（１０）であって、前記収容器（１０）は、前記少な
くとも１つのバッテリセル（１２）の２つの互いに対向する側に配置可能な２つのエンド
プレート（１４ａ、１４ｂ）を有する、前記収容器（１０）において、前記エンドプレー
ト（１４ａ、１４ｂ）は、当該エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）に固定され、前記エン
ドプレート（１４ａ、１４ｂ）と共に直方体を確定する４つの棒状の支持体（１６ａ－１
６ｄ）によって結合され、それぞれの前記支持体（１６ａ－１６ｄ）は、互いにほぼ直交
して配置された２つの脚部（３４ａ、３４ｂ）を有し、前記少なくとも１つのバッテリセ
ル（１２）の各稜部（１８ａ－１８ｄ）を少なくとも２次元で支持するよう構成されるこ
とを特徴とする、収容器（１０）。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのバッテリセル（１２）の底部は前記支持体（１６ｂ、１６ｂ）に
より支持される、請求項１に記載の収容器（１０）。
【請求項３】
　前記支持体（１６ａ－１６ｄ）は、金属材料で形成されることを特徴とする、請求項１
又は２に記載の収容器（１０）。
【請求項４】
　前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）は、プラスチックで形成されることを特徴とす
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項５】
　前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）は、少なくとも部分的にハニカム構造（３６）
を有することを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項６】
前記支持体（１６ａ－１６ｄ）は、自身の伸長方向に対してほぼ直交して伸びる固定手段
によって、前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）に固定されることを特徴とする、請求
項１～５のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項７】
　前記エンドプレート（１４ａ、１４ｂ）は各々、前記支持体（１６ａ－１６ｄ）の前記
伸張方向に対してほぼ直交して伸びる少なくとも２つのスリーブ（４４ａ、４４ｂ）を有
することを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の収容器（１０）。
【請求項８】
　前記スリーブ（４４ａ、４４ｂ）は、金属材料で形成されることを特徴とする、請求項
７に記載の収容器（１０）。
【請求項９】
　少なくとも１つのバッテリセル（１２）を含むバッテリモジュールであって、前記バッ
テリモジュールは、前記少なくとも１つのバッテリセル（１２）を収容する収容器（１０
）を有することを特徴とする、バッテリモジュール。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　さらに、複数のセルブロックを有する高電圧バッテリであって、各セルブロックが複数
のセルを有する、上記高電圧バッテリが知られている。ここではセルは、冷却板に載置さ
れ、さらに、圧迫パネル（Ｄｒｕｃｋｂｒｉｌｌｅ）と、当該圧迫パネルを結合する固定
手段と、を有する構造により囲まれている。
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